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国連要人と会談する田辺市長（2018年5月）

ニューヨーク国連本部

国際的に

活躍している

皆さんに

聞きました
！
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SDGs Magazine

地域の若い世代の取組を世界へ
SDGsマンスの実施にあたり心よりお慶び申し上げます。静岡市では、産官学
の連携やイベントの開催などを通じて、SDGs認知度が1年強で3倍以上に向
上したとのこと。その熱量と成果に大変感嘆しております。SDGs達成期限ま
での10年間、静岡市には、とりわけ若い世代の声を聞き、その活動を後押し
することを期待しています。若者は未来のリーダーではなく、すでにいま、世
界を率いる存在です。若い方たちにもぜひ自信を持って、声とアイディアを出
していただければと思います。また、SDGsが掲げる「誰一人取り残さない」
世界の実現には、地域コミュニティにおける現場の取組が必須です。静岡市は
SDGs先進自治体として、ぜひその体験を成功例も失敗例も含め世界各国の
自治体に共有し、その取組を先導していただきたいと思います。

東京都立大学（現首都大学東京）卒。米国ジョーンズ
国際大学で開発学修士号取得。
1981年外務省に入省。2001年にUNDP本部に出
向した後、2005年に外務省を退職し、2007年に
UNDPコソボ事務所副代表、2010年UNDPチャド
事務所長に就任。2014年1月より現職。

近藤哲生さん

国連開発計画（ＵＮＤＰ）駐日代表、東京大学大学院
非常勤講師（国際保健政策学）
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ニューヨーク市職員と意見交換（2019年6月）

アメリカ・ニューヨーク
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「ＳＤＧｓハブ都市会議」で発表（2019年11月）

南アフリカ・ダーバン

03
「第10回持続可能な都市に関するハイレベル
セミナー」で発表（2019年1月）

インドネシア・バリ

前任地のチャドの帽子と服を着
て、国際協力イベントにて

未来に輝く静岡を
静岡市は従来からSDGsに関してユニークな取組を進めており、注目していま
した。SDGs未来都市として、国内ばかりでなく国際的にも目に留まる存在と
なってきていると思います。「SDGsを知っている人を増やす」というこれまで
の取組をもとに、これからは、いろいろなアイディアで、目標達成へ向けた行
動を増やしていく取組に期待しています。私が代表を務める慶應義塾大学の
xSDG・ラボでは、SDGsを静岡市の状況にどのように翻訳すれば、静岡らし
いSDGs達成が出来るかを研究しています。研究面から静岡市のSDGs達成
を応援したいと考えています。国連はこれからの10年を「行動の10年」と
言っています。サスティナブルな行動で世界の未来をリードしていってもらい
たいと思います。

慶應義塾大学SFC研究所xSDG・ラボ代表、国連
大学サステイナビリティ高等研究所(UNU-IAS)
シニアリサーチフェロー。SDGs策定過程から国
連におけるSDGs設定に参画。SDGs研究の第
一人者であり、研究と実践の両立を図っている。
専門は国際関係論、地球システム・ガバナンス。
博士（政策・メディア）。

蟹江憲史さん

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授

蟹江研究会にて
よくわかるSDGｓ講座シリーズのシンポジウム
で講演している様子

一人ひとりが主役
持続可能性は今や、世界の一番大きな開発の枠組みである「持続可能な開発
目標（SDGs）」の基本概念として受け継がれている。誰一人取り残されない
社会を構築することを目指す１７の目標であり、先進国も開発途上国も、都市
も地方も、企業も市民社会も、すべてのステークホールダー（関係者）が担う
目標だ。２０５０年までには世界の全ての国が高齢化社会を迎える。先進国で
ある日本は少子化が更に進むであろうし、高齢化も未知の段階に達すると予
測されている。そこでは、都市も地方も多くの課題を抱えることになり、特に
地方は厳しい。そのような中、SDGs未来都市である静岡市が進めている社
会創りは、当事者の視点を大切にしつつ、すべての関係者を巻き込むアプ
ローチとして一つのモデルになろう。

大阪大学にて博士号（人間科学）取得。
UNHCR、国連本部、（公財）ジョイセフ、
IPPF、UNFPA、（公財）プランジャパン
などで活動。

池上清子さん

公益財団法人プランインターナショナル
ジャパン理事長、長崎大学大学院熱帯医
学グローバルヘルス研究科教授、日本赤
十字社常任理事

静岡市にとっての
「持続可能な開発に向けた行動と遂行の10年」への期待
SDGs達成を目指す2030年まで残り10年余となりました。2020年1月1日か
ら「持続可能な開発に向けた行動と遂行の10年」が始まり、加盟国は達成のた
めの様々な取組を強化していきます。SDGsが目指す社会を実現するには、企業
もNGOも大学も、そして自治体も個人も全力を尽くすことが必要です。とりわ
け、服の選択も含め人々の消費行動が影響を及ぼす気候変動を食い止めるた
め、市町村レベルで何ができるか考えることが重要です。SDGsの合言葉は「誰
一人取り残さない」。取り残されがちな人々が誰なのかを最もよく理解している
のが市町村です。静岡市の皆様には地域、日本、そして世界をみんなにとってよ
り良いものにするために、野心的に取り組んでいただきたいと願っています。

東京大学法学部卒。米国コロンビア大学大学
院で国際関係論修士号取得。1996年から
2011年末まで国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）にて、アジア、アフリカなどで難民
支援活動に従事。WFP国連世界食糧計画広報
官、国連UNHCR協会事務局長も歴任。フリー・
ジャーナリストを経て2013年8月より現職。

根本かおるさん
東京国連広報センター（ＵＮＩＣ）所長

『スポーツと気候変動』をテーマに、気候
変動がスポーツに与える影響や私たちに
できることなどのトークをストリーム配信
した際の様子（2019/UNIC Tokyo）

日本青年会議所は、次世代を担う子どもたち
にＳＤＧｓなどについての理解を促し、活動し
てもらうため、毎年度、全国で30名の中学・高
校生を少年少女国連大使に任命しています。
今回は、市内在住の2018年度大使の鳥光結
月（とりみつゆづき）さん、2019年度大使の
井上紗彩（いのうえさあや）さん、静岡青年会
議所の飯塚理事長にお話を聞きました。貧困
問題などに小さいころから関心があった２人
は、少年少女国連大使として世界での様々な
取組に接し、大きな刺激を受けました。２人と
も声をそろえて「身近なことから始めるのが大
事」とし、「まず身近な人へＳＤＧｓの考え方を
伝えていく」ことが重要だとしています。その
ため鳥光さんは学校での活動報告や作文コン
クールへの応募を通じて、井上さんはＳＮＳや

若者に広まるＳＤＧｓの輪 ～少年少女国連大使の活動から～

Sustainable Development Goals

（持続可能な開発目標）の頭文字と最後のsを取ったもので、

エス・ディー・ジーズと読みます。

国際社会が抱える課題を2030年までに解決するために、全ての国

連加盟国が一致して採択した17の目標（ゴール）のことです。

静岡市では、市民生活の向上と世界水準の都市を

目指すため、SDGsを推進しています。

市民の皆さんに SDGsを伝えるため、

昨年度の SDGs Weekを発展させ、1月3日から26日までの

約１ヶ月間、まちをSDGs 一色に染め上げます。

株式会社シャンソン化粧品　～肌を想い続けたら、環境にやさしくなりました。～
「肌と海を守ろう」プロジェクトを開始！

自らが企画したワークショップを通じて、それ
ぞれ発信し、ともに取り組む仲間を作りまし
た。ＳＤＧｓ推進のために、「ＳＤＧｓを前面に押
し出したビジネスを」、「活動している人同士
をつなぐ受け皿づくりを」、「認知だけで終わ
らず、実行していくための明確なビジョンを」
など、企業や行政など大人たちにもっと取り組
んでほしいと望んでいます。鳥光さんからの
「ＳＤＧｓのアイコンは頻繁に目にするように
なったが、内容まで知っている人はまだ少な
い。地域の人とのパートナーシップで、もっと
取組の輪を広げていきたい」、井上さんの「Ｓ
ＤＧｓというメガネを通して物事を見ていくと、
世界の見え方が変わる。小さなことからでもみ
んなで取り組めば、世界を大きく変えられる」
というメッセージに対し、飯塚理事長からは

創業以来、女性が輝く社会の実現を目指すシャ
ンソン化粧品。製品開発においては、肌へのや
さしさを最優先に、全製品から石油系乳化剤を
排除しています。また、肌への負担になると考
えられている「紫外線吸収剤」を使用しない日
焼け止めの開発にも注力しています。近年、紫
外線吸収剤は、サンゴ礁への害も指摘されてい
ます。ハワイやパラオなど海洋環境保護に熱心
な地域では、この成分を含む日焼け止めの販売
を禁止する法律を制定。まさに今、肌と環境に
やさしい日焼け止めが世界中で求められてい

ます。そこで、シャンソンは「肌と海を守ろう」
プロジェクトを立ち上げました。国際的なダイ
ビング教育機関PADI（パディ）の日本支社に
協賛し、同社が開催するビーチや海中のク

SDGsは世界の共通言語です。
皆さんもSDGsマンスのイベントに

参加して、SDGsの波に
乗ってください。

静岡
市企

画局の猪鼻です

左から井上さん（静岡高校１年生）、飯塚理事長、鳥光さん（静岡
学園高校１年生）

こん  どう てつ  お ね   もと

いけ  がみ きよ　こかに    え  のり ちか

もっと詳しくは
コチラ！▶

静岡市HP 外務省HP 国連広報センターHP

「若い世代一人ひとりが気づき、取り組んでく
れることが大事。静岡青年会議所としても後
押しをしていきたい」ことが伝えられました。

PADI社主催のクリーンナップイベント。参加者へ、肌と環境にやさ
しいシャンソンの日焼け止めをプレゼント！ シャンソンのスタッフも清掃活動に参加

リーンナップイベントへ、紫外線吸収剤フリー
の日焼け止めを提供。また、2020年春には
「肌と環境にやさしい日焼け止め」を使う大切
さを国内外へ発信する予定です。

いのはな
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